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沖縄県立南部農林高等学校

☆当日の体験内容☆

食料生産科

①水耕栽培野菜収穫体験

②果樹おもしろクイズ

③ポップコーン作り体験

④食料生産科加工品試食会

生物資源科

①収卵･選卵､家畜見学

②植物の繁殖

食品加工科

①クッキー成形

②パン丸め･生計

環境創造科

①造園で使うロープワーク

②木工体験

生活デザイン科

①ハーバリウムづくり

②押し花について

ようこそ 南部農林高校へ！ 「わくわくスクールｆｏｒ長嶺中」が行われました

第７4回 沖縄県学校農業クラブ連盟大会（FFO大会）特集！

今年の大会は６/25・２6（木・金）の2日間、豊見城市立中央公民館を会場に行われる予定でしたが､ご承知の通り台風7号の

接近に伴い､直前になって6/25の1日だけで全ての競技を実施するという緊急対応での開催となりました｡離島勢にも呼び

かけ､早めに沖縄本島に入ってもらい､各競技の審査員の方々にも強行日程での開催にご理解をいただき､改めて本大会が

多くの関係者の理解･協力で成立していることを実感しました｡この大会は沖縄県内の農業高校で学ぶ生徒が日頃の学習の

成果を競う大会で、「農業高校の甲子園大会の県予選」と言われています。実際に最優秀を受賞した生徒は、九州大会や全

国大会に派遣されます。台風の進路に左右されましたが､九州･全国を目指してこれまで準備してきた選手の皆さんや指導さ

れた先生方の気持ちを考えると､何とか実施することができてホッと胸を撫で下ろしています｡本校としても1日だけでしたが

全生徒・職員一丸となって「参加する選手の皆さんが準備してきた成果を発揮できるようしっかりとおもてなしの心で対応しよ

う」という目標も達成できました。出場した多くの生徒からも｢台風でどうなるか心配だったが､発表の機会を確保してもらって

感謝です｣と言っていただき､とても嬉しくなりました｡午前中の技術競技では測量・フラワーアレンジメント・家畜審査が行われ、

午後からはプロジェクト・意見発表会が行われました｡それぞれの学科で学んでいる内容を踏まえたプレゼンテーションや意

見が堂々と述べられました。当初予定していたとおりには行かなかった今大会ですが､運営に関わった生徒達にとっても大き

な成長となる大会となりました｡私は今回の大会を通して｢成せばなる｣という言葉の意味を痛感しました｡｢何とかしたい｣とい

う思いがあればいろいろと知恵が出てくるし、周囲の協力も得ることができました｡台風の襲来にもかかわらず｢成せばなっ

た｣この経験は全生徒･職員の自信になりました｡今後の学校生活に必ず活きてくると確信しています！

6/30（火）に長嶺中学校の3年生をお迎えして「わくわくスクールｆｏｒ長嶺中」が行われました！この取り組みは長嶺中学校が「食育」に関する

研究指定校を引き受けていたときからの縁で、本校が農業高校で「食」について学んでいることから連携してお互いの学びを深めていこうとい

う目的で3年前から実施されています。今年も173名の中3生が来校し､本校の各学科の学びについて理解を

深めてもらいました｡本校生徒にとっても中学生相手に｢教える｣体験は貴重な学習の場であり､しっかりと事前

準備をして臨みました｡当日は暑い中､体育館での開講式に始まり各科での体験実習､閉講式でのアンケート

まで中学生にとっては大変だったかと思います｡閉講式では長嶺中の代表生徒からお礼のあいさつで｢南農を

知る機会となり､今後の進路選択に活かしていきたい｣と述べてくれて､私たち受け入れた側もやって良かった

と嬉しくなりました｡私も全学科を回ってみたのですが､南農生が一生懸命中学生に説明する姿を見て｢いい

経験になっているな｣とこの行事の意義を感じました｡実習を終え､閉講式に向けて中学生が体育館に集合す

る顔はみな満足気で､特に食料生産科で実習した生徒達は水菜とトマトをプレゼントされとびっきりの笑顔で

体育館に戻ってきていました｡｢家族も喜ぶと思います｣と言ってくれて｢やはり農業高校の学びは人に喜びを

与えられる｣と再確認できました｡9月には各中学生対象の｢体験入学｣も実施されます｡本校に興味がある生

徒は是非､体験に来てください｡
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会場の様子

フラワーアレンジメント競技

意見発表

審査員の方々

プロジェクト発表

平板測量競技


